
「
こ
だ
わ
り
」
が
な
い
の
が
こ
だ
わ
り

下
富　
　

新
井　

智
子　

思
え
ば
こ
の
年
に
な
る
ま
で

い
く
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
り
、

仕
事
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
関
係
、

相
談
員
関
係
。
仕
事
に
入
る
前

の
面
接
で
、
必
ず
私
が
言
っ
た

言
葉
が
あ
る
。
「
私
に
は
、
こ

だ
わ
り
と
偏
見
が
な
い
の
が
モ

ッ
ト
ー
で
す
。
異
文
化
交
流
が
大
好
き
で
す
」
。
今
思

え
ば
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
が
、
偉
そ
う
に
堂
々

と
そ
う
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
こ

だ
わ
り
の
な
い
人
な
ど
こ
の
世
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

私
な
ど
、
気
が
小
さ
く
て
、
い
つ
も
は
っ
た
り
ば
か
り
。

自
信
が
無
い
裏
返
し
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
か

ら
私
の
こ
だ
わ
り
を
言
い
直
そ
う
。
「
み
ん
な
と
仲
良

く
、
優
し
く
」
で
あ
る
。

あ
い
さ
つ
の
こ
だ
わ
り

上
新
井　
　

中
嶋　

美
智
子　

20
代
の
と
き
、
職
場
の
先
輩
か
ら
「
お
力
を
貸
し
て

◆
テ
ー
マ
「　

こ
だ
わ
り　

」

　菩提樹自治会は、山口地区にある約350世
帯で組織され、「犯罪を未然に防ぎたい」と
の思いから防犯活動に積極的に取り組んでい
る自治会です。訪れると、「あいさつ運動」
と書かれた黄色い旗が目に入ります。これは、
日ごろから住民同士であいさつをすることで
顔見知りになり、犯罪の抑止力につなげるこ
とを目的に設置したもので、今では菩提樹自
治会のシンボルとなっています。

　地区内には林に隣接し見通しが悪く、夜間は真っ暗になって危
険な道がありました。住民から夜にその道を通れず、遠回りしな
くてはならないという声が数多く寄せられ、自治会で４本の防犯
灯を新設しました。今では「仕事帰りの夜間でも通れるようにな
った。」と安心・安全のまちづくりとともに、利便性も向上しま
した。
　このような積極的な
防犯活動について、関

せき

口
ぐち

茂
しげる

会長にお話を伺う
と、「犯罪は起きてか
ら対策をするのでは後
の祭りです。未然に防
止するためには、『危
険な場所だな』と思っ
たら直ちに対策をした
ほうがいいと思うんで
す。」と語ってくださ
いました。
　他にも、見通しの悪い交差点を土地所有者の協力を得て道幅を広
げたり、防犯灯の光が行き届くように山の木や枝を手入れし、伐採
したり、地元のお寺である密

みつ

厳
ごん

院
いん

の協力のもと自治会の防災倉庫を
設置したり、情報発信ができるよう掲示板を新設するなど、細やか
に取り組んでいます。

　ご近所同士で力を合わせ、さまざまな課題
解決や地域の絆づくりを行っている自治会・
町内会をご紹介します。
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菩
ぼ

提
だ い

樹
ぎ

自治会
～安心して暮らせるまちを目指して～

▲関口会長

菩提樹自治会

▲『あいさつ運動』推進の旗

コンサートでは、代表曲の「ひよっこのママ」のほかにも、子育て
中の親に向けて書いた歌をたくさん披露しています。そして、曲の合
間には自身の子育て経験について話をしたり、親子で一緒に歌って体
を動かす手遊びを披露するなど、２歳と５歳の母親ならではの、工夫
がたくさん見られます。そんなコンサートの反響は想像以上で、あき
さんも驚いています。「曲を聞いて、励まされたとか、元気をもらっ
たと言ってもらえたり、涙を流すお母さんも珍しくありません。そん
な姿を見ると、こちらも胸が熱くなり
ます。」とほほ笑みます。
「子育ては楽しいことばかりではな
く、つらくて前向きになれないことも
あることを、身をもって感じています。
悩みながら子どもと向き合う親の気持
ちを受け止め、笑顔を増やしていくた
めの歌手活動をずっと続けていきたい。
母親だからこそ、できることがあると
思うんです。」と情熱が尽きないあき
さんの穏やかで優しいまなざしの奥に、
母親としての強さを垣間見ました。

▲ 親子の前で歌を披露する
あきさん

所沢発！歌のお母さん
あき　ゆみこさん（小手指町在住）

問コミュニティ推進課☎２９９８‐９０８３ ２９９８‐９４９１

▲「家事場のパパヂカラ」をテーマに開催された『ふらっと祭り』。パパ
と子どもの簡単ピザ教室では、父親と一緒に生地をこねたり、野菜を切っ
たりして出来上がったおいしいピザと親子で料理する楽しさの両方を味わ
いました。 ６月29日㈰／男女共同参画推進センターふらっと
 （撮影：市民カメラマン・浅見司郎）

▲親子で一緒に絵本の世界を楽しんだ「聞かせ屋。けいたろう」さん
による『絵本ライブと読み聞かせ講座』。ウクレレ演奏なども交えな
がらの楽しい読み聞かせに、子どもも大人もくぎ付けでした。
 ６月29日㈰／狭山ヶ丘コミュニティセンター
 （撮影：市民カメラマン・伊藤磨紀子）
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い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
と
丁
寧
な
言
葉
遣
い
で
仕
事
を
頼
ま
れ
「
は

い
、
喜
ん
で
」
と
や
る
気
を
出
し
た
こ
と
を
、
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
ど
ん

な
相
手
に
対
し
て
も
「
よ
ろ
し
く
」
で
は
な
く
「
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
、
「
あ
り
が
と
う
」
で
は
な
く

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
よ
り
丁
寧
な
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
が
私
の
「
こ
だ
わ
り
」
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
へ
の
こ
だ
わ
り

星
の
宮　
　

藤
本　

亮
一　

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
で
あ
る

私
は
、
リ
ハ
ビ
リ
は
し
て
も
ら

う
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で
す

る
も
の
だ
と
い
う
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
る
。
専
門
家
と
し
て

は
や
っ
て
差
し
上
げ
る
気
持
ち

も
大
切
な
の
だ
が
、
い
か
に
自

分
で
リ
ハ
ビ
リ
、
イ
コ
ー
ル
自

主
訓
練
を
行
っ
て
も
ら
え
る
か

に
よ
っ
て
そ
の
効
果
が
変
わ
っ
て
く
る
。
リ
ハ
ビ
リ
依

存
を
作
っ
て
し
ま
う
と
「
リ
ハ
ビ
リ
は
や
っ
て
も
ら
う

も
の
」
と
い
う
考
え
か
ら
逸
脱
で
き
ず
、
真
の
「
自
律
」

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
最
良
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
こ
だ
わ
り
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

おうち
で

食べよう
！所沢の 学 校 給 食

37
　栄養士さんが考えた学校給食のメニューの中から、所沢産の食
材を取り入れたものや、特色あるレシピを紹介します。

作り方
①火の通りをよくし、味がしみこみやすいように鶏もも肉全体
にフォークで穴をあける。
②大きめのボールに調味料と①の鶏もも肉を入れてよくもみ込
み、冷蔵庫で２時間くらい漬け込む。
③フライパンにサラダ油を中火で熱し、②の鶏もも肉を皮目を
下にして両面をこんがり焼く。
④焼き色がついたら、ふたをして弱火で蒸し焼きにし、中心ま
で火を通して出来上がり。
◎ビニール袋に鶏もも肉と調味料を入れてよくもみ込み、口を
閉じてそのまま冷蔵庫に入れて漬け込むと簡単です。

タンドリーチキン

　ヨーグルトの発祥はブルガリアだと思われがちですが、実は
お隣のトルコです。ヨーグルトを食べる習慣があるブルガリア
のある村の人々が長寿だったことから、世界的に
健康によい食品として知られるようになりました。
　ヨーグルトの特長に挙げられるのが乳酸菌の効
果です。乳酸菌は腸内環境を整え、免疫力を高め
る、肝障害の軽減、コレステロールを下げるなど
さまざまな効果があります。また、タンドリーチキンのように
肉を漬け込むことで繊維を分解して柔らかくします。

問い合わせ　保健給食課☎２９９８-９２４９ ２９９８-９１６７

ヨーグルトここがポイント

★タンドリーチキン

◆今回の献立
さきたまライスボールパン
牛乳
タンドリーチキン★
マセドアンサラダ
キャベツのスープ
メロン

材料（４人分）
　・鶏もも肉切り身……２枚
【調味料】
　・無糖ヨーグルト…１／４カップ
　・ウスターソース…大さじ１／２
　・カレー粉………………小さじ１
　・ケチャップ……………大さじ１

野老っ子
ところところ

「オギャー」と、産声をあげ新しい命が誕生した
とき、それは同時に新米パパ・ママ誕生の瞬間でも
あります。赤ちゃんが、おなかの外の世界に戸惑う
のと同じように、初めての育児に不安や戸惑いを感
じる親も多いのではないでしょうか。今回は、そん
な母親の１人であり、歌手でもある「あきゆみこ」
さんをご紹介します。
小さいころから歌好きだったあきさんは、シンガ

ーソングライターという夢をかなえ、充実していた20歳代後半に、結
婚、出産という人生の節目を迎えます。「初めての子育ては戸惑うこ
とばかりで、泣きやまない子どもと一緒に泣いたこともありました。
とにかく必死でした。」と当時を振り返るあきさんは、無我夢中だっ
たそのときの気持ちを音に乗せ、「ひよっこのママ」という子育て応
援歌を作詞・作曲しました。「常に自分の素直な気持ちを歌詞にした
ためてきたので、この曲が生まれたのは自然なことでした。」と語る
ように歌詞には、自身の未熟さと向き合いながら子どもと一緒に成長
したいと願う気持ち、子どもへの愛情や周囲への感謝の気持ちが込め
られています。そしてこの曲を手に、「所沢発！歌のお母さん」とし
て親子向けコンサートを開催するなど歌手活動を再開しました。

・サラダ油…小さじ１

・しょうゆ…小さじ１
・白ワイン…小さじ１
・塩……小さじ１／４

▲疫病除けの祭りとされる『天王様』。神
み

輿
こし

とお囃
はや

子
し

の屋台が町内を回
った後、いよいよクライマックスの火渡り。燃え盛る炎の中を神輿が勇
壮に走り抜けました。 ７月13日㈰／八

や

雲
くも

神社（北秋津）
 （撮影：市民カメラマン・西田憲正）

▲中心市街地の夏の風物詩『第６回野
と こ ろ

老澤
さわ

行
あん

灯
どん

廊
ろう

火
か

』。雨のため、用意
した150以上の地口行灯の大半は点灯することができませんでした。仮
装しお客さんを待つ日本大学芸術学部の学生もちょっぴり残念そう。
 ７月19日㈯／元町コミュニティ広場ほか
 （撮影：市民カメラマン・佐藤清一郎）
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